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原
爆
は
き
の
こ
雲
の
写

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
同
市

オ
バ
マ
米
大
統
領
が
核
暁
絶
を
目
指
す
と
竜
言
し
た
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
に

な
く
希
望
の
光
が
差
す
中

で
迎
え
た
６４
回
目
の
広
島
原
爆
の
日
。

広
島
市
中
区

の
平
和
記
念
公
園
に
は
各
国
か
ら
平
和
を
目
指
す
人
た
ち
が
集
ま
り
、

「
ノ
ー

モ
ア

‘
ヒ
バ
ク
シ

ャ
」
の
誓

い
を
新
た
に
し
た
。　

一
方
、

末
曽
有
の
惨
禍
が
校

燦
者
の
心
身
に
残
し
た
傷
跡
は
今
も
深
く
、

自
宅
で
静
か
に
鎮
魂
の
祈
り
を
さ

さ
げ
る
姿
も
み
ら
れ
た
。

記
念
式
典

に
参
加
す
る
ト
ム

・
カ
ー
リ
ン
さ
ん

（中
央
）
ら

「慨
悔
の
旅
」
の
メ
ン
バ
ー

＝
広
島
市
中
区
の
平
和
記
念

公
園
で
６
日
午
前
７
時
１３
分
、

貝
塚
太

一
撮
影

1米から17人懺悔の旅
「
投下必要なかった」

匡 エヨ重正 !::工1
被爆者の声聞いて

旧国鉄職員で当直明けに広島駅で被爆 した
広島市西区、隅広里二さん(89)授 爆した姉
の追骨はいまも見つかつていない。核兵器廃
絶の演説は良いこと。実現はなかなか無理か

もしれないが、心強い思いはあります。
大学生の時に帰省していて被爆 した広島市

西区、無職、下国博章さん(82)オ バマ大統
領には、この日に広島へ来てもらいたかつた。
演説だけでなく、実際に米国が変わっていつ

てほしい。

」R横 川駅近くの踏切で トラックの荷台に
いて被爆した広島市安佐南区、||1本質三さん

(81)ア メリカが中心となつて世界中が協力
してやつてほしい。広島の経験を世界の人が
もつと知れば、分かつてもらえると思う。
学徒動員で働いていた百貨店で被爆 した広

島市中区、荒谷方子さん(78)広 島に来て、
何か一言でも言つてもらえれば、非核の道も
開けるのでは。戦争がない世の中が一番いい。

学徒動員され爆心地から約31キ。の軍需工

場で被爆、多 くの友人を失つた広島市佐伯
区、主婦、横田富枝さん(78)世 界がいい方向
に進んでいく第一歩だと思う。広島で被爆者
の声を聞いてほしい。

軍医だつた父を亡 くし、広島市内へ授 しに

来て被爆 した広島県甘国市市の無職、小野田

恵一さん(75)過 去の事は済んだこと。謝罪
をどうこう言うのではなく、核兵器確絶の道
に進んてほしい。

父をしくし、自身は爆心地から約5ち の小
学校にいた広島市南区、無職、浜回亥三夫(い
さお)さん(74)戦 争のない世界が一番。核
廃絶の世界に希望が見えてきた。一緒に核の
ない世界を目指したい。

父と兄を亡 くし原爆1共養塔を訪れた広島市
安佐南区の保田篤二さん(71)北 朝鮮などと
の平和外交に取り組み、早く核兵器をなくし

てほしい。孫にも 「ひいじいちゃんたちは原
爆で亡くなつたJと 伝えている。

演説内容実行して
平和を子どもに伝えるため参列した北海道

釧踏町、小学校教諭、伝法谷瑞穂さん(30)

広島出身だが、県外では平和に対する思いが

減つていると感じる。オバマ大統領は頼もし
い存在。演説内容をぜひ実行してほしい。

式典の案内ボランティア、広島県甘日市市、
会社員、村田識之さん(24)核 保有国は少し

ずつ広がつている。そういつた国にも理解し

てもらう努力をしなければ解決しない。米国
が率先して核兵器をなくしてほしい。

入市被爆 した祖父を亡くした東広島市の粟

木陽子さん(20)原 爆死没者名簿に7E父の名
があることを意識した。アメリカは今まで原
爆投下に肯定的だつたが、歩み寄りの姿勢を

感じる。核がなくなればいいと思う。
広島県出身で、初めて式典に参加 した大阪

府高槻市、大学 1年、谷愛実さん(19)ア メ

リカはもつと早く責任を取る行動に移つてほ
しかつた。発言をきつかけに、世界の人に、
もつと広島をちゃんと知つてはしい。
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平
和
記
念
式
典
に
折
り
　
市
長
に
渡
す
予
定
だ

っ
た
　
安
佐
北
区
の
竹
原
哲
さ
ん

備
を
持
参
し
て
参
列
し
て
　
が
、

米
紙
上
で
紹
介
さ
れ

（
３５
）
が
枚
爆
２
世
だ

っ
た

い
た
の
は
、

原
悠
投
下
を
　
て
予
想
以
上
の
米
世
論
の
　
ウ⊂
と
も
難
き
だ

っ
た
。

繊
悔
す
る
旅
で
訪
れ
た
米

反
発
を
受
け
断
念
。

そ
れ

　

広
島
で
目
を
引
い
た
の

ワ
シ
ン
ト
ン
州
タ

コ
マ
市
　
で
も

「
オ
バ
マ
大
統
領
を

は
オ
バ

マ
大
統
領

へ
の
期

雑
セ

勅
融
獅
ぃ

一 の
人 一
汚
Ｗ
　
張
雑
地

“
彬
須
湘
セ
卵
醜

希
限

つ 大
荏
確
沈
や
朔
琴
譲

　

距
甲
打
す
る

。ｎｎｎ
岬
編
凹

　

い
晦
脚
炉
舶
榔
加
和
畑
帥

靴
判

鵡
煎
覗
報
れ

（
た

郵
陀

的
い
睦
体
改
の
な っ
っ た
醐
綻

ム

・
カ
ー
リ
ン
さ
ん
（
７３
）

を
学
び
、

世
代
や
人
種
を

た
人
が
歩
い
て
い
る
。

「大

　

☆
空
間
Ｆ
に
ハ
ロ
堂
千
　

に
向
か

っ
て
選
族
ら
が
手
　
１５
歳
）
の
た
め
、

毎
年
の
　
い
う
。

「来
年
は
来
ら
れ

は
、

元
在
日
米
海
軍
の
下
　
超
え
て
世
界
平
和
を
目
指

き
な
責
任
を
感
じ
る
。

帰
　
　
　
　
　
　
灯
範
流
し
　

を
合
わ
せ
た
。

　
　
　
　
　
よ
う
に
灯
紀
を
流
し
て
い
　
ん
か
も
し
れ
ん
。

け
ど
、

士
富
。

長
崎
原
爆
資
料
館

し
た
い
」
と
語

っ
た
。

　

　

国
後
は
、

学
ん
だ
こ
と
を
　
　
広
島
市
中
区
の
原
爆
ド
　
　
広
島
市
西
区
の
長
井
幸
　
す０
。

真

っ
黒
に
顔
を
焼
か

生
き
と
る
う
ち
は
忘
れ
ち

で
初
め
て
見
た
被
爆
者
の
　
　
式
典
で
神
妙
な
面
持
ち

多
く
の
人
に
伝
え
た
い
」

―
ム
前
を
流
れ
る
元
安
川

恵
さ
ん
（
７９
）
と
杉
村
美
千

れ
た
前
さ
ん
は
、

大
八
車
　
ゃ
い
け
ん
」
と
姉
妹
は
涙

恐
怖
に
お
の
の
く
表
情
に
　
で
ス
ピ
ー

チ
を
聞
い
て
い
　
　
仏
領
ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
　
で
６
日
夜
、

「灯
樋
流
し
」

子
さ
ん
（
７４
）
姉
妹
は
、

学

に

乗

せ

ら

れ

て

家

に

戻

ぐ
ん
だ
。

【矢
追
健
介
】

シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
、

２０
代

た
米
国

，
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
　
で

核

実

験

の

役

害

を

調

初
め
に
除
隊
し
た
。

　

　

　

ア
大
大
学
院
生
、

ク
リ
ス
　
ベ
、

昨
年
１１
月
の
同
国
の

ト
ム
さ
ん
は
、

秋
葉
忠
　
テ
ィ
ー
ナ

・
ス
パ
イ
カ
ー

被
害
者
補
償
法
作
成
に
衰

利

・
広
島
市
長
が
０２
年
の
　
さ
ん
（
２８
）
は

「床
爆
投
下

献
し
た
Ｎ
Ｏ
Ｏ

「
フ
ラ
ン

平
和
宣
言
で
述
べ
た

「僧

は

必

要

な

か

っ
た

と

思
　
ス
核
兵
器
監
視
協
会
」
の

し
み
と
暴
力
、

報
復
の
連
　
う
」
と
話
し
た
。

東
部
の
保
　
ブ
リ

ュ
ノ

，
バ
リ
オ
代
表

鎖
を
断
ち
切
る
和
解
の
道

守
的
な
家
庭
に
育
ち
、

学

（
６９
）
も
来
広
し
、

「核
実

を
訴
え
る
ヒ
バ
ク
シ

ャ
の
　
校
で
も

「
原
懐
は
戦
争
を

験
全
面
禁
止
条
約

（
Ｃ
Ｔ

心
」
に
共
鳴
。

今
回
の
宣

終
わ
ら
せ
た
」
と
教
わ

っ
　
Ｂ
Ｔ
）
の
批
桂
や
、

核
の

言
に
も
大
き
く
う
な
ず
き
　
て
き
た
が
０１
年
の
米
同
時

先
制
攻
撃
を
し
な
い
と
宣

フ
、ｏ

Ｐ

〓
①
ｏ
い
ｏ
」

の
　
多
発
テ

ロ
を
き

っ
か
け
に

一言
す
る
な
ど
、

行
動
で
示

セ
リ
フ
に
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

　

国
の
兎
方
に
疑
間
を
持

っ
　
し
て
」
と
オ
バ
マ
政
権
に

来
日
前
は
、

「
日
本
国

た
。

Ａ
”
ヨ
、

広
島
市
立
大
の

注
文
を

つ
け
た
。

民
に
謝
罪
す
る
」
と
の
内
　
平
和
講
座
に
参
加
し
て
、

　

【
矢
追
健
介
、

星
大
樹
、

容
で
署
名
を
集
め
て
秋
葉

思
い
を
強
め
た
と
い
う
。

　

村
瀬
優
子
、

黒
岩
揺
光
】

元
安
川
を
流
れ
る
灯
範
。

原
螺
投
下
か
ら
６４
年
、

静
か
な
時
間
が
ゆ

っ
く
り
流
れ
た

＝
広
島
市
中
区
で
６
日
年
後
７
時
１４
分
、

貝
塚
太

一
純
影

比
戯
盟
馳
棟
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繰
り
返
す
悪
募

太
陽
怖
い

「
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
日
差

！
照
り

つ
け
る
空
だ

っ
た
。　
一

謹
学
校
寮

（
同
区
千
田
町

し
が
怖
い
ん
で
す
」
。

広

一
あ
れ
以
来
、

直
射
日
光
を

，
１
）
で
被
爆
し
た
。

爆
心

島
市
中
区
広
瀬
北
町
の
主

〓
浴
び
る
と
悪
夢
が
よ
み
が

一
地
か
ら
約
１

・
５
す
。

建

婦
、

渡
部
芳
枝
さ
ん
（
８‐
Ｙ

ぇ
り
、

式
典

へ
の
出
席
も

一
物
る
と
吹
き
飛
ば
さ
れ
、

独
廊
唖
す
押
軸
『
味
本
麒

一
ザ
ゆ っ
従
鞭
義
家
権
立
四
効

一
い
柳
増

勲
巾
い
晦
触
的
軸

柱
拘
怖
轄
碓
▼

厳
購
肋

辞

一
弗
れ
帥
時
ぜ
晰

る
よ
う
に

一
で

蔵
筋
げ
衆
神
障
い
て
驚

く
裂
し
た
の
は
、

太
陽
が

！　

広
島
赤
十
字
病
院
の
看

十
い
た
。

皮
膚
が
垂
れ
下
が

悌
順
和
癌
以
ｒ
増

懸
り
卿

患
者
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

手
当
て
に
走
り
回
り
、

夜

は
遺
体
を
焼
く
手
伝
い
も

し
た
。

自
身
も
髪
が
抜
け
、

微
熱
が
続
い
た
が
、

約
３

週
間
、

過
労
で
倒
れ
る
ま

で
働
き
続
け
た
。

太
陽
を
見
る
と
、

そ
ん

な
光
景
が
フ
ラ

ッ
シ

ュ
バ

ッ
ク
す
る
と
い
う
。

「目

平
和
記
念
公
園
の
方
角
を
向
き
黙
と
う
す
る
漬
都
さ
ん

＝
広
島
市
中
区
で
６
日
午
前
８
時
１５
分
、

小
川
昌
宏
撮
影

標
を
持

っ
て
生
き
れ
ば
嫌

．
育
て
に
専
念
。

そ
の
後
は
、

な
記
憶
を
忘
れ
ら
れ
る
」

大
手
保
険
会
社
の
営
業
職

と
、

結
婚
後
は
２
児
の
子

と
し
て
「突

っ
走

っ
た
」
。

帽
子
と
日
卒
が
欠
か
せ
な

い
。

「
い
つ
戦
争
が
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
」
と
不

・
安
で
、

戸
棚
に
は
缶
詰
５０

．
個
、

米
５０
ぶ
、

砂
精
、

塩

な
ど
常
に
１
年
分
の
食
料

を
備

蓄

し

て
い
る

。

長
女

（
６０

）
と

長

男

（
５５
）

も
が
ん

を

患

い

「
私

の

せ

い
か
な

」

と
気

落

ち
し

た

こ
と

も

。

い
く

ら
封
印

し

よ
う
と

し

て
も

、
癒

え
な

い
心
の
傷
。

「今
は
、

平

和
が
続
き
、

安
ら
か
に
人

生
を
終
え
ら
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
」
。

式
典
を
見

な
が
ら
そ
う
話
し
た
。

【黒
岩
揺
光
】

原爆症

を
作
ら
な
い
政
治
を
目
指

し
て
ほ
し
い
」
と
喜
ん
だ
。

一
方
、

原
告
団
は
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

提
訴
以
来
、

全
国
で
約
７０

人
の
原
告
が
死
亡
。

「
も

っ
と
早
く
政
治
決
断
で
き

な
か

っ
た
の
か
」
と
批
判

の
声
も
上
が

っ
た
。

早
急
な
政
治
決
着
を
求

め
続
け
た
広
島
訴
訟
原
告

舛

添

要

一
厚

労

相

は

団

の

玉

本

晴

英

副

団

長

「す
べ
て
問
題
が
解
決
し
　
（
７９
）
は

「今
回
は
、

司
法

た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

　

の
力
を
借
り
て
国
を
追
い

定
期
協
議
の
場
を
設
け
、

　

つ
め
、

結
果
を
出
す
こ
と

一
つ

一
つ
解
決
し
た
い
」

が
で
き
た
が
、

６
年
間
か

と
方
針
を
説
明
し
た
。

　

　

か

っ
た
。

一
番
の
悲
劇
は
、

山
本
英
典

・
全
国
原
告
　
原
爆
症
認
定
を
受
け
ら
れ

団
長
（７６
）
は

「総
理
が
関

ず
に
原
告
の
多
く
が
亡
く

係
者
と
じ
か
に
調
印
し
た

一
な

っ
た
こ
と
だ
」
と
語
気

の
は
核
兵
器
廃
絶

へ
の
国

を
強
め
た
。

い
意
志
の
表
れ
で
は
。

世

！
【
井
上
梢
、

加
藤
小
夜

、

界
の
先
頭
に
立
ち
被
爆
者

一
矢
追
健
介
、

成
田
有
佳
】

識
首
相
と
原
告
団

調
印
式

全
面
救
済
決
断
ま
で
６
年

批
判
も

「
こ
決
断
あ
り
が
と
う

を
交
わ
し
た
。

一
む
ざ
い
ま
し
た
」

「む
苦

　

調
印
式
後
の

「被
爆
者

帽
子
と
サ
ン
グ
ラ
ス
を
身

・
労
様
で
し
た
」
―
―
。

原

代

表

か

ら

要

望

を

聞

く

に

つ
け
て
働
き
、

契
約
を

一
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
は
６

〈
査
で
、

麻
生
太
郎
首
相
は

次
々
と
取

っ
た
。

そ
の
最

一
日
、

麻
生
太
郎
首
相
と
全

解
決
策
を
説
明
。

「
原
告
が

！
神
い

爺
覗
醐
般
い
い
ｐ
失 っ

！
湘
餅
購
軸
剛
的
期
悌
帥
却

読
輔
粧
陥
を っ
報
動
晩
沈

約

神
、

脳

動

脈

鷲

で

一
時

一
ル
で
訴
訟
終
結
に
関
す
る

一
た
な
方
針
で
終
結
さ
せ
る

一
右
目
が
見
え
な
く
な
る
な

一
確
認
書
に
署
名
し
た
。

日

す
こ
と
と
な

っ
た
。

枚
爆
者

！頌
魂輸説帥帥嘘れ乾
！静
却輸鍵
緩
難
一的鑑
銘
駒
醍
靭

！　

今
も
、

日
中
の
外
出
は

相
は
固
く
握
手
し
、

言
葉

一
援
護
政
策
を
進
め
た
い
」


